
社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

美作市総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

〒707-0017 美作市美来1 「美作市役所内」     
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702
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亡
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田

　彰
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小
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様
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亡

　佐
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と
し
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）

衣
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　智
也
様

（
亡
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）

山
本
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二
様
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亡
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山
下
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城
様
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亡
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子
様
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亡
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美
様
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上
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寄
附
金
の
ご
報
告

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
5
月
21
日
か
ら

令
和
7
年
7
月
20
日 

受
付
分

　

美
作
市
社
協
で
は
、市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、夏

休
み
期
間
中
に「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
事
業
は
、市
内
の
福
祉
施
設
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
の
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、社
会
福
祉
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、様
々
な
出
会
い
の
中
か
ら
、新
し
い
発
見
や

『
共
に
生
き
て
い
く
』視
点
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、社
協
美
作
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
中
学
生
の
様
子
で
す
。

連
日
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、子
育
て
サ
ロ
ン
で
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
合
い
ま
し
た
。思
い
や
り
を
育
み
、地
域
と
の
つ
な

が
り
を
学
べ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

美作市社協では活動情報などを
Facebook•LINE•Instagramで

発信しています

Facebook InstagramLINE

一
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様
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加
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笑顔が輝く日

月号
2025

No.156
9

夏のボランティア体験事業実施中！
 　～子育てサロンで子どもたちと水遊び～
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会
長
就
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
美

作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、令

和
７
年
６
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
理
事
会
に
お
い
て
、会
長
の
要
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
事
務
局
長

の
経
験
を
生
か
し
て
、当
協
議
会
の
運
営
と
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
、そ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、地
域
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

会
　
長
　
春
名
　
正
敏

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

新役員紹介
役員の任期満了に伴い、６月２４日（火）開催の第１回評議員会において、次の方々が新役員に就任されました。

また、同日開催の理事会において、会長に春名正敏氏、副会長に松本基氏が選任されました。
（任期：令和７年６月２４日から令和９年度定時評議員会終結の時まで。）

理　事　　松本 　　基　（ 民生委員児童委員協議会の代表者 美作市真加部 ）
　　　　　坂元 　秀明　（ 美作市地域社協会長会勝田地域の代表者 美作市真加部 ）
　　　　　中嶋 　謙三　（ 美作市地域社協会長会大原地域の代表者 美作市下庄町 ）
　　　　　小守 　克則　（ 美作市地域社協会長会東粟倉地域の代表者 美作市川東 ）
　　　　　内海 八千代　（ 美作市地域社協会長会美作地域の代表者 美作市楢原上 ）
　　　　　山本 　　勉　（ 美作市地域社協会長会作東地域の代表者 美作市瀬戸 ）
　　　　　國司 　　信　（ 美作市地域社協会長会英田地域の代表者 美作市福本 ）
　　　　　芦田 　　誠　（ 社会福祉事業の経営に関する見識を有する者 津山市東一宮 ）
　　　　　塩路 　康信　（ 保健医療関係者 美作市古町 ）
　　　　　春名 　正敏　（ 学識経験を有する者 美作市後山 ）

監　事　　遠藤 　　清　（ 財務諸表等を監査し得る者 美作市福本 ）
　　　　　浅尾 　善郎　（ 社会福祉事業に学識を有する者 美作市古町 ） （敬称略）

新評議員紹介
評議員の任期満了に伴い、6月17日（火）開催の評議員選任・解任委員会において、次期評議員の選任が行われ、

次の方々が就任されました。
（任期：令和7年6月24日から令和11年度定時評議員会終結の時まで。）

評議員 東　　芳郎 （ 勝田地域自治振興協議会の代表者 美作市真加部 ）
 新免　勝則 （ 大原地域自治振興協議会の代表者 美作市田井 ）
 居安　住泰 （ 東粟倉地域自治振興協議会の代表者 美作市後山 ）
 廣瀨　　勝 （ 美作地域自治振興協議会の代表者 美作市湯郷 ）
 真野　弘紀 （ 作東地域自治振興協議会の代表者 美作市江見 ）
 森　　博明 （ 英田地域自治振興協議会の代表者 美作市奥 ）
 名和　幸恵 （ 健康推進委員会の代表者 美作市後山 ）
 梶並　憲昭 （ 老人クラブ連合会の代表者 美作市久賀 ）
 日笠　一成 （ 身体障害者福祉協会の代表者 美作市南海 ）
 福田　洋江 （ボランティア活動団体の代表者 美作市湯郷 ）
 鳥越　尚美 （ 保護司会の代表者 美作市湯郷 ）
 丸尾　克己 （ 精神障害者家族会の代表者 美作市江見 ）
 山本　敏子 （ 知的障害者家族会の代表者 美作市土居）
 赤堀　桂子 （ 主任児童委員の代表者 美作市川北 ）
 鈴木　優介 （ 司法関係者 兵庫県揖保郡太子町 ）
 長畑　真吾 （ 行政関係者 美作市保健福祉部長 ） （敬称略）

り
ま
す
が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
で
は
孤
立・孤
独
化
や
老
老

介
護
、経
済
的
困
窮
、高
齢
者
及
び
児
童
虐
待
な
ど
の
地
域
課
題

が一層
深
刻
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
事
象
を
公
的
な
支
援
だ
け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、改
め
て
地
域
住
民
や
団
体・企
業
等
が
つ
な
が
り
、支

え
合
い
、そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
、地
域
を
支
え

る
地
域
共
生
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
み
ん
な
で
支

え
　
み
ん
な
で
築
く
　
福
祉
の
ま
ち
美
作
」の
実
現
に
向
け
、引

き
続
き
役
職
員一同
、精一杯
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。社
会

福
祉
協
議
会
が
展
開
す
る
す
べ
て
の
事
業
は
、市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。お一人
お一人
が
社
協
活
動
に

参
画
し
て
頂
く
事
が
、美
作
市
の
福
祉
を
推
進
で
き
る
原
動
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、ご
支
援
を
引
き
続
き

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
退
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、こ
の
度
の
役
員
改
選
に
あ

た
り
、令
和
７
年
６
月
２４
日
を
も
ち

ま
し
て
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

会
長
と
し
て
、４
期
８
年
余
り
に
わ
た
り
、大
過
な
く
任
期
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
、市

民
の
皆
様
を
始
め
、行
政
並
び
に
地
域
福
祉
関
係
団
体
の
ご
支

援・ご
協
力
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
を
振
り
返
り
ま
す
と
、約
５
年
間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍

前
会
長
　
山
本
　
眞
澄

の
影
響
が
残
る
中
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
も
様
々

な
制
約
や
事
業
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
生
活
課
題
は
深
刻
化・顕
在
化
し
て
お
り
、地

域
で
支
え
合
え
る
体
制
づ
く
り
が
よ
り一層
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

目
指
し
て
、今
後
も
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
新
会
長
の
も
と
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
市
民

の
皆
様
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
な
り
ま
す
よ
う
、ご
支

援・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ボランティアグループの皆さんをはじめ、地域の方々が交流
し、学び合う場として、「ボランティアフォーラム」を開催します。
当日は、ボランティアセンターの活動紹介や、講演、参加型の
グループワークなど、内容盛りだくさん。これまでボランティア
活動に馴染みがない方、これから始めてみたい方にもおすすめ
のイベントです。
これからの美作市の地域づくりを一緒に考える時間にしませ
んか？ 皆さまのご参加をお待ちしています。

講　　　　師　 美作大学 生活科学部 社会福祉学科　堀川涼子教授

開 催 日 時　 9月29日（月）　受付13時～　開会13時30分～

場　　　　所　 作東公民館（美作市江見226番地3）

対　象　者　 ボランティア活動に関心のある美作市民の方はどなたでも参加いただけます。

内　　　　容　 ボランティアセンターの活動紹介・講演・グループワーク（予定）

申 し 込 み　 社協本所・各地域ステーションまで電話・窓口にてお申し込みください。  
（連絡先等は16ページに記載）

申し込み期限　 9月19日（金）　

「美作市社協ボランティアフォーラム」を開催します！
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会
長
就
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
美

作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、令

和
７
年
６
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
理
事
会
に
お
い
て
、会
長
の
要
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
事
務
局
長

の
経
験
を
生
か
し
て
、当
協
議
会
の
運
営
と
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
、そ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、地
域
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

会
　
長
　
春
名
　
正
敏

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

新役員紹介
役員の任期満了に伴い、６月２４日（火）開催の第１回評議員会において、次の方々が新役員に就任されました。

また、同日開催の理事会において、会長に春名正敏氏、副会長に松本基氏が選任されました。
（任期：令和７年６月２４日から令和９年度定時評議員会終結の時まで。）

理　事　　松本 　　基　（ 民生委員児童委員協議会の代表者 美作市真加部 ）
　　　　　坂元 　秀明　（ 美作市地域社協会長会勝田地域の代表者 美作市真加部 ）
　　　　　中嶋 　謙三　（ 美作市地域社協会長会大原地域の代表者 美作市下庄町 ）
　　　　　小守 　克則　（ 美作市地域社協会長会東粟倉地域の代表者 美作市川東 ）
　　　　　内海 八千代　（ 美作市地域社協会長会美作地域の代表者 美作市楢原上 ）
　　　　　山本 　　勉　（ 美作市地域社協会長会作東地域の代表者 美作市瀬戸 ）
　　　　　國司 　　信　（ 美作市地域社協会長会英田地域の代表者 美作市福本 ）
　　　　　芦田 　　誠　（ 社会福祉事業の経営に関する見識を有する者 津山市東一宮 ）
　　　　　塩路 　康信　（ 保健医療関係者 美作市古町 ）
　　　　　春名 　正敏　（ 学識経験を有する者 美作市後山 ）

監　事　　遠藤 　　清　（ 財務諸表等を監査し得る者 美作市福本 ）
　　　　　浅尾 　善郎　（ 社会福祉事業に学識を有する者 美作市古町 ） （敬称略）

新評議員紹介
評議員の任期満了に伴い、6月17日（火）開催の評議員選任・解任委員会において、次期評議員の選任が行われ、

次の方々が就任されました。
（任期：令和7年6月24日から令和11年度定時評議員会終結の時まで。）

評議員 東　　芳郎 （ 勝田地域自治振興協議会の代表者 美作市真加部 ）
 新免　勝則 （ 大原地域自治振興協議会の代表者 美作市田井 ）
 居安　住泰 （ 東粟倉地域自治振興協議会の代表者 美作市後山 ）
 廣瀨　　勝 （ 美作地域自治振興協議会の代表者 美作市湯郷 ）
 真野　弘紀 （ 作東地域自治振興協議会の代表者 美作市江見 ）
 森　　博明 （ 英田地域自治振興協議会の代表者 美作市奥 ）
 名和　幸恵 （ 健康推進委員会の代表者 美作市後山 ）
 梶並　憲昭 （ 老人クラブ連合会の代表者 美作市久賀 ）
 日笠　一成 （ 身体障害者福祉協会の代表者 美作市南海 ）
 福田　洋江 （ボランティア活動団体の代表者 美作市湯郷 ）
 鳥越　尚美 （ 保護司会の代表者 美作市湯郷 ）
 丸尾　克己 （ 精神障害者家族会の代表者 美作市江見 ）
 山本　敏子 （ 知的障害者家族会の代表者 美作市土居）
 赤堀　桂子 （ 主任児童委員の代表者 美作市川北 ）
 鈴木　優介 （ 司法関係者 兵庫県揖保郡太子町 ）
 長畑　真吾 （ 行政関係者 美作市保健福祉部長 ） （敬称略）

り
ま
す
が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
で
は
孤
立・孤
独
化
や
老
老

介
護
、経
済
的
困
窮
、高
齢
者
及
び
児
童
虐
待
な
ど
の
地
域
課
題

が一層
深
刻
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
事
象
を
公
的
な
支
援
だ
け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、改
め
て
地
域
住
民
や
団
体・企
業
等
が
つ
な
が
り
、支

え
合
い
、そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
、地
域
を
支
え

る
地
域
共
生
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
み
ん
な
で
支

え
　
み
ん
な
で
築
く
　
福
祉
の
ま
ち
美
作
」の
実
現
に
向
け
、引

き
続
き
役
職
員一同
、精一杯
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。社
会

福
祉
協
議
会
が
展
開
す
る
す
べ
て
の
事
業
は
、市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。お一人
お一人
が
社
協
活
動
に

参
画
し
て
頂
く
事
が
、美
作
市
の
福
祉
を
推
進
で
き
る
原
動
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、ご
支
援
を
引
き
続
き

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
退
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、こ
の
度
の
役
員
改
選
に
あ

た
り
、令
和
７
年
６
月
２４
日
を
も
ち

ま
し
て
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

会
長
と
し
て
、４
期
８
年
余
り
に
わ
た
り
、大
過
な
く
任
期
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
、市

民
の
皆
様
を
始
め
、行
政
並
び
に
地
域
福
祉
関
係
団
体
の
ご
支

援・ご
協
力
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
を
振
り
返
り
ま
す
と
、約
５
年
間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍

前
会
長
　
山
本
　
眞
澄

の
影
響
が
残
る
中
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
も
様
々

な
制
約
や
事
業
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
生
活
課
題
は
深
刻
化・顕
在
化
し
て
お
り
、地

域
で
支
え
合
え
る
体
制
づ
く
り
が
よ
り一層
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

目
指
し
て
、今
後
も
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
新
会
長
の
も
と
、美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
市
民

の
皆
様
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
な
り
ま
す
よ
う
、ご
支

援・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ボランティアグループの皆さんをはじめ、地域の方々が交流
し、学び合う場として、「ボランティアフォーラム」を開催します。
当日は、ボランティアセンターの活動紹介や、講演、参加型の
グループワークなど、内容盛りだくさん。これまでボランティア
活動に馴染みがない方、これから始めてみたい方にもおすすめ
のイベントです。
これからの美作市の地域づくりを一緒に考える時間にしませ
んか？ 皆さまのご参加をお待ちしています。

講　　　　師　 美作大学 生活科学部 社会福祉学科　堀川涼子教授

開 催 日 時　 9月29日（月）　受付13時～　開会13時30分～

場　　　　所　 作東公民館（美作市江見226番地3）

対　象　者　 ボランティア活動に関心のある美作市民の方はどなたでも参加いただけます。

内　　　　容　 ボランティアセンターの活動紹介・講演・グループワーク（予定）

申 し 込 み　 社協本所・各地域ステーションまで電話・窓口にてお申し込みください。  
（連絡先等は16ページに記載）

申し込み期限　 9月19日（金）　

「美作市社協ボランティアフォーラム」を開催します！
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令
和
６
年
度 

事
業
報
告・決
算
報
告

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

市
社
協
は
６
月
10
日（
火
）令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
を
、６
月
24

日（
火
）第
１
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
事
業
報
告

と一
般
会
計
収
支
決
算
報
告
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会・評
議
員
会
の
開
催
状
況

理
事
会
を
３
回
、評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、事
業・決
算
報
告
、事
業
計
画・予
算
の

決
定
、定
款
変
更
、役
員
及
び
評
議
員
選
任

規
程
、職
員
給
与
規
程
の
改
正
等
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

決
算
監
査
、中
間
監
査
、内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
件
数
：
１
８
２
件

寄
附
金
額
：
4
，0
1
7
，5
4
4
円

子
ど
も
応
援
夢
基
金

制
度
の
狭
間
で
支
援
が
行
き
届
か
な
い
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
実
態
を
市
民
や
市

内
企
業
、団
体
等
に
伝
え
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
よ
り
寄
附
を
募
り
、就
学
や
就
職
に
必
要

な
経
費
の一
部
を
無
利
子
で
貸
付
け
ま
し
た
。

貸
付
け
は
、子
ど
も
応
援
夢
基
金
貸
付
審
査
会

で
、貸
付
の
可
否
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
貸
付
件
数
：
５
件

貸
付
金
額
：
5
7
9
，3
1
0
円
　

社
協
会
費
の
状
況

市
民
や
企
業
等
、多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分（
約
72
％
）し
て
い
ま
す
。

会
員
数
：
6
，7
9
0
口

納
入
実
績
額
：
6
，8
0
8
，0
0
0
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織
で
あ
る
地

区
社
協
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、住
民
主

体
に
よ
る
地
区
ケ
ア
会
議
や
見
守
り
会
議
、

友
愛
訪
問
等
の
福
祉
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。市
圏
域
の
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催

し
、連
携
の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会

市
圏
域
の
地
区
社
協
の
連
合
会
組
織
で

あ
る
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催
し
、連
携
の

強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。役
員
会

を
２
回
開
催
し
、高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動
助
成

事
業
、友
愛
訪
問
支
援
事
業
、地
区
社
協
活

動
助
成
金
交
付
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

地
区
ケ
ア
会
議
の
開
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う

会
議
と
し
て
30
地
区
社
協
で
地
区
ケ
ア
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、解
決
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
、地
域
の
見
守
り
活
動

を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２９
地
区
社
協
が
年
３
回
以
上
会
議
を
行

い
ま
し
た
。（
前
年
度
２８
地
区
社
協
）

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
等
、見
守
り
が

必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う
見
守
り
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。見
守
り
が
必
要
な
世

帯
に
は
、地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

安
否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
会
議
 
 

 

 

実
施
地
区
社
協
：
2
9
地
区
社
協

参
加
者
：
6
7
2
人

ふ
れ
あ
い
訪
問
 
 

 

 

利
用
者
：
２
4
世
帯

延
訪
問
回
数
：
2
3
7
回

高
齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

の
支
援

地
域
住
民
が
主
体
的
に
な
っ
て
運
営
す

る
、高
齢
者
の
交
流
と
通
い
の
場
で
あ
る
、高

齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
し
た
。調
理
実
習
の
食
材
費
助

成
、レ
ク
用
品
や
戸
外
活
動
に
使
用
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
出
し
、活
動
助
成
金
を
交

付
し
、社
会
参
加・健
康
づ
く
り・仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
数
：
1
2
0
サ
ロ
ン

登
録
者
数
：
4
，1
5
9
人

実
施
回
数
：
1
，4
7
4
回

地
域
助
け
合
い
事
業

緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業・フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
市
民
か
ら

お
米
や
食
料
品
の
寄
附
を
募
り
、食
糧
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

玄
米
の
寄
附
：
1
，6
5
3
ｋｇ

玄
米
の
給
付
：
1
，7
2
3
ｋｇ

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

不
要
に
な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、就

学
支
援
と
し
て
必
要
と
す
る
世
帯
に
提
供
し

ま
し
た
。

実
施
回
数
：
1
回

生
活
困
窮
者
等
緊
急
援
護
貸
付
事
業

緊
急
的
か
つ一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
方
に
小
口
の
資
金
を
貸
付
け
、

自
立
更
生
を
図
り
ま
し
た
。

貸
付
件
数
：
3
件
　
1
5
0
，0
0
0
円

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
等
貸
出
事
業

生
活
困
窮
等
の
理
由
で
就
労
や
通
学
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
、社
協
の
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

で
、生
活
の
自
立
を
図
り
ま
し
た
。

貸
出
件
数
：
3
件

利
用
実
人
数
：
3
人

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
等
様
々
な
相
談
窓

口
で
分
野・年
齢
に
関
係
な
く
包
括
的
に
相

談
を
受
け
止
め
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
み
ま
し
た
。ま
た
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
方
に
対
し
て
訪
問
等
に

よ
り
継
続
的
に
関
わ
り
続
け
る
伴
走
型
支
援

や
、生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
社
会

的
孤
立
者
に
対
し
て
、就
労
や
居
場
所
に
参

加
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

複
合
化・複
雑
化
し
た
課
題
に
は
包
括
化

推
進
員
が
支
援
会
議
や
重
層
的
支
援
会
議

で
各
支
援
機
関
が
連
携
を
図
れ
る
よ
う
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

相
談
受
付
件
数
：
1
，8
2
0
件
 
 

重
層
的
支
援
会
議
：
1
8
回

支
援
会
議
：
2
7
回

家
計
改
善
支
援
事
業

家
計
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

等
家
計
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
家
計

表
を
用
い
て
家
計
状
況
を「
見
え
る
化
」し
、

根
本
的
な
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
4
人
 
 

 

延
べ
相
談
件
数
1
，1
1
8
件

子
ど
も
の
学
習
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
勉
強
の
基
礎

作
り
と
居
場
所・仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
学

習
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
７
人

受
け
入
れ
延
べ
人
数
：
1
5
6
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
の
高
齢
者
等
の
生
活
を
総
合
的
に
支

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
美
作
市
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
支
援

専
門
員
等
の
専
門
職
が
保
健・福
祉・医
療
等

の
関
係
機
関
や
民
生
委
員
等
と
連
携
し
な

が
ら
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

組
み
ま
し
た
。

1
．地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

①
総
合
相
談
支
援
業
務

②
権
利
擁
護
業
務

③
包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
総
合
相
談
件
数
5
，8
4
7
件

　
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
5
，7
0
1
件

2
．生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

①
第
１
層
協
議
体

②
第
２
層
協
議
体
　
　

３
．地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

地
域
ケ
ア
会
議
：
延
開
催
数
3
6
回

延
べ
参
加
者
数
：
5
4
6
人

４
．任
意
事
業

①
家
族
介
護
支
援
事
業

②
福
祉
用
具
購
入
費・住
宅
改
修
費
支
援
事
業

③
食
の
自
立
支
援
事
業

④
介
護
者
の
集
い

　
　
開
催
回
数
：
3
0
回

　
　
参
加
人
数
：
2
2
0
人

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

「
な
ご
み
」

地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
児
が
自
立
し

た
日
常
生
活・社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
専
門
職
に
よ
る
日
常
生
活
の
困
り

事
等
の
相
談
支
援
や
訪
問
活
動
、通
い
の
場

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
創
作
活
動
等
の
機
会

の
提
供
や
福
山
地
区
で
の
農
業
体
験
な
ど
社

会
と
の
交
流
の
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
支
援
の
利
用
者
：
1
5
7
名

支
援
件
数
：
3
，4
0
3
件

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
開
所
日
数
：
2
4
2
日

　
延
べ
利
用
人
数
：
1
，7
5
0
人

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施
や
相
談
支
援

事
業
所
か
ら
の
相
談
等
に
対
応
し
ま
し
た
。

勝
英
地
区
自
立
支
援
協
議
会
に
参
画
し
、地

域
生
活
サ
ポ
ー
ト
部
会
部
会
長
、ま
た
地
域

生
活
支
援
拠
点
事
業
の
担
当
と
し
て
、連
携

体
制
の
構
築
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

相
談
延
べ
件
数
：
2
9
3
件

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型「
む
ぎ
の
会
」

障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」を
運

営
し
、障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

開
設
日
数
：
1
9
0
日

延
べ
利
用
人
数
：
7
3
1
人

つ
ど
い
の
広
場
事
業

市
内
７
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設

し
、サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
開
所
日
数
：
2
3
3
日

延
べ
利
用
人
数
：
2
，1
3
8
人

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル

事
業高

齢
者
等
の
買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
と

障
害
者
等
の
社
会
参
加・障
害
者
理
解
、市

民
が
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
の
異
な
る
課
題
に
移
動
販
売
を
通
じ

て
解
決
を
試
み
る「
招（
商
）福
連
携
に
よ
る

移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
や
就
労
継
続
支
援
事
業
所

が
東
粟
倉
地
域
へ
食
料
品
等
を
届
け
、障
害

者
等
が
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
労
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
参
加
：
５
事
業
者

当
事
者
参
加
延
人
数
：
8
8
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

制
度
の
狭
間
に
あ
る
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ

の
解
決
に
向
け
、市
内
の
12
法
人
15
事
業
所

で
組
織
す
る「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会（
通
称
：
美
作
お
助
け
隊
）」

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ワ
ン
事
業
  

 

 

（
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
）

実
施
期
日
：

　
令
和
６
年
８
月
２
６
日
〜
９
月
１
３
日
 

　
令
和
７
年
１
月
１
４
日
〜
１
月
２
４
日

（
年
２
回
実
施
）

食
品・日
用
品
：
1
，6
0
5
品
 

 

総
重
量
：
6
4
3
．8
ｋｇ

わ
ー
く・わ
ー
く
事
業
 

 

 

（
生
活
困
窮
者
等
へ
の
中
間
的
就
労
支
援
）　

実
利
用
者
：
1
0
名

受
入
法
人
：
5
法
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、一時
的

に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、援

助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
数
：
1
4
9
人

延
べ
利
用
件
数
：
4
7
件

「
食
」の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

配
食
数

勝
田
地
域
：
5
，5
1
8
食

大
原・東
粟
倉
地
域
：
5
，9
6
9
食

作
東
地
域
：
7
，8
4
9
食
 

英
田
地
域
：
2
，1
8
7
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

募
金
実
績
総
額
：
3
，9
6
0
，3
6
7
円

配
分
額
：
1
，9
9
0
，0
0
0
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
を
増
や
し
、

活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
や
活
動
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
美
作
市
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成・支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体

　
3
2
団
体
　
6
2
0
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
入
門
課
程
受
講
者
：
1
8
名
　

2
0
2
4
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
　

参
加
者
：
1
3
6
人

　
受
入
施
設
：
3
9
施
設

小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進
　

　
1
0
会
場
　
5
6
0
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
1
名

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
1
，9
5
9
件

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
5
2
9
回

法
人
後
見
事
業

高
齢
者・障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

受
任
状
況

受
任
中
：
1
4
件

終
了
：
3
件

障
害
者
総
合
支
援
事
業

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事

業
で
、大
原
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

延
訪
問
時
間
：
3
，0
9
4
時
間

介
護
保
険
事
業

大
原
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
で
ヘ
ル
パ
ー

が
要
介
護
者
、要
支
援
者
の
自
宅
に
訪
問

し
、介
護
や
家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。

延
訪
問
時
間
：
7
，4
7
7
時
間



45

令
和
６
年
度 

事
業
報
告・決
算
報
告

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

市
社
協
は
６
月
10
日（
火
）令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
を
、６
月
24

日（
火
）第
１
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
事
業
報
告

と一
般
会
計
収
支
決
算
報
告
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会・評
議
員
会
の
開
催
状
況

理
事
会
を
３
回
、評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、事
業・決
算
報
告
、事
業
計
画・予
算
の

決
定
、定
款
変
更
、役
員
及
び
評
議
員
選
任

規
程
、職
員
給
与
規
程
の
改
正
等
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

決
算
監
査
、中
間
監
査
、内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
件
数
：
１
８
２
件

寄
附
金
額
：
4
，0
1
7
，5
4
4
円

子
ど
も
応
援
夢
基
金

制
度
の
狭
間
で
支
援
が
行
き
届
か
な
い
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
実
態
を
市
民
や
市

内
企
業
、団
体
等
に
伝
え
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
よ
り
寄
附
を
募
り
、就
学
や
就
職
に
必
要

な
経
費
の一
部
を
無
利
子
で
貸
付
け
ま
し
た
。

貸
付
け
は
、子
ど
も
応
援
夢
基
金
貸
付
審
査
会

で
、貸
付
の
可
否
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
貸
付
件
数
：
５
件

貸
付
金
額
：
5
7
9
，3
1
0
円
　

社
協
会
費
の
状
況

市
民
や
企
業
等
、多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分（
約
72
％
）し
て
い
ま
す
。

会
員
数
：
6
，7
9
0
口

納
入
実
績
額
：
6
，8
0
8
，0
0
0
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織
で
あ
る
地

区
社
協
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、住
民
主

体
に
よ
る
地
区
ケ
ア
会
議
や
見
守
り
会
議
、

友
愛
訪
問
等
の
福
祉
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。市
圏
域
の
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催

し
、連
携
の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会

市
圏
域
の
地
区
社
協
の
連
合
会
組
織
で

あ
る
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催
し
、連
携
の

強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。役
員
会

を
２
回
開
催
し
、高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動
助
成

事
業
、友
愛
訪
問
支
援
事
業
、地
区
社
協
活

動
助
成
金
交
付
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

地
区
ケ
ア
会
議
の
開
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う

会
議
と
し
て
30
地
区
社
協
で
地
区
ケ
ア
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、解
決
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
、地
域
の
見
守
り
活
動

を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２９
地
区
社
協
が
年
３
回
以
上
会
議
を
行

い
ま
し
た
。（
前
年
度
２８
地
区
社
協
）

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
等
、見
守
り
が

必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う
見
守
り
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。見
守
り
が
必
要
な
世

帯
に
は
、地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

安
否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
会
議
 
 

 

 

実
施
地
区
社
協
：
2
9
地
区
社
協

参
加
者
：
6
7
2
人

ふ
れ
あ
い
訪
問
 
 

 

 

利
用
者
：
２
4
世
帯

延
訪
問
回
数
：
2
3
7
回

高
齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

の
支
援

地
域
住
民
が
主
体
的
に
な
っ
て
運
営
す

る
、高
齢
者
の
交
流
と
通
い
の
場
で
あ
る
、高

齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
し
た
。調
理
実
習
の
食
材
費
助

成
、レ
ク
用
品
や
戸
外
活
動
に
使
用
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
出
し
、活
動
助
成
金
を
交

付
し
、社
会
参
加・健
康
づ
く
り・仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
数
：
1
2
0
サ
ロ
ン

登
録
者
数
：
4
，1
5
9
人

実
施
回
数
：
1
，4
7
4
回

地
域
助
け
合
い
事
業

緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業・フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
市
民
か
ら

お
米
や
食
料
品
の
寄
附
を
募
り
、食
糧
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

玄
米
の
寄
附
：
1
，6
5
3
ｋｇ

玄
米
の
給
付
：
1
，7
2
3
ｋｇ

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

不
要
に
な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、就

学
支
援
と
し
て
必
要
と
す
る
世
帯
に
提
供
し

ま
し
た
。

実
施
回
数
：
1
回

生
活
困
窮
者
等
緊
急
援
護
貸
付
事
業

緊
急
的
か
つ一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
方
に
小
口
の
資
金
を
貸
付
け
、

自
立
更
生
を
図
り
ま
し
た
。

貸
付
件
数
：
3
件
　
1
5
0
，0
0
0
円

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
等
貸
出
事
業

生
活
困
窮
等
の
理
由
で
就
労
や
通
学
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
、社
協
の
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

で
、生
活
の
自
立
を
図
り
ま
し
た
。

貸
出
件
数
：
3
件

利
用
実
人
数
：
3
人

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
等
様
々
な
相
談
窓

口
で
分
野・年
齢
に
関
係
な
く
包
括
的
に
相

談
を
受
け
止
め
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
み
ま
し
た
。ま
た
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
方
に
対
し
て
訪
問
等
に

よ
り
継
続
的
に
関
わ
り
続
け
る
伴
走
型
支
援

や
、生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
社
会

的
孤
立
者
に
対
し
て
、就
労
や
居
場
所
に
参

加
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

複
合
化・複
雑
化
し
た
課
題
に
は
包
括
化

推
進
員
が
支
援
会
議
や
重
層
的
支
援
会
議

で
各
支
援
機
関
が
連
携
を
図
れ
る
よ
う
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

相
談
受
付
件
数
：
1
，8
2
0
件
 
 

重
層
的
支
援
会
議
：
1
8
回

支
援
会
議
：
2
7
回

家
計
改
善
支
援
事
業

家
計
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

等
家
計
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
家
計

表
を
用
い
て
家
計
状
況
を「
見
え
る
化
」し
、

根
本
的
な
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
4
人
 
 

 

延
べ
相
談
件
数
1
，1
1
8
件

子
ど
も
の
学
習
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
勉
強
の
基
礎

作
り
と
居
場
所・仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
学

習
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
７
人

受
け
入
れ
延
べ
人
数
：
1
5
6
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
の
高
齢
者
等
の
生
活
を
総
合
的
に
支

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
美
作
市
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
支
援

専
門
員
等
の
専
門
職
が
保
健・福
祉・医
療
等

の
関
係
機
関
や
民
生
委
員
等
と
連
携
し
な

が
ら
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

組
み
ま
し
た
。

1
．地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

①
総
合
相
談
支
援
業
務

②
権
利
擁
護
業
務

③
包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
総
合
相
談
件
数
5
，8
4
7
件

　
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
5
，7
0
1
件

2
．生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

①
第
１
層
協
議
体

②
第
２
層
協
議
体
　
　

３
．地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

地
域
ケ
ア
会
議
：
延
開
催
数
3
6
回

延
べ
参
加
者
数
：
5
4
6
人

４
．任
意
事
業

①
家
族
介
護
支
援
事
業

②
福
祉
用
具
購
入
費・住
宅
改
修
費
支
援
事
業

③
食
の
自
立
支
援
事
業

④
介
護
者
の
集
い

　
　
開
催
回
数
：
3
0
回

　
　
参
加
人
数
：
2
2
0
人

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

「
な
ご
み
」

地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
児
が
自
立
し

た
日
常
生
活・社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
専
門
職
に
よ
る
日
常
生
活
の
困
り

事
等
の
相
談
支
援
や
訪
問
活
動
、通
い
の
場

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
創
作
活
動
等
の
機
会

の
提
供
や
福
山
地
区
で
の
農
業
体
験
な
ど
社

会
と
の
交
流
の
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
支
援
の
利
用
者
：
1
5
7
名

支
援
件
数
：
3
，4
0
3
件

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
開
所
日
数
：
2
4
2
日

　
延
べ
利
用
人
数
：
1
，7
5
0
人

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施
や
相
談
支
援

事
業
所
か
ら
の
相
談
等
に
対
応
し
ま
し
た
。

勝
英
地
区
自
立
支
援
協
議
会
に
参
画
し
、地

域
生
活
サ
ポ
ー
ト
部
会
部
会
長
、ま
た
地
域

生
活
支
援
拠
点
事
業
の
担
当
と
し
て
、連
携

体
制
の
構
築
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

相
談
延
べ
件
数
：
2
9
3
件

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型「
む
ぎ
の
会
」

障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」を
運

営
し
、障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

開
設
日
数
：
1
9
0
日

延
べ
利
用
人
数
：
7
3
1
人

つ
ど
い
の
広
場
事
業

市
内
７
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設

し
、サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
開
所
日
数
：
2
3
3
日

延
べ
利
用
人
数
：
2
，1
3
8
人

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル

事
業高

齢
者
等
の
買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
と

障
害
者
等
の
社
会
参
加・障
害
者
理
解
、市

民
が
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
の
異
な
る
課
題
に
移
動
販
売
を
通
じ

て
解
決
を
試
み
る「
招（
商
）福
連
携
に
よ
る

移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
や
就
労
継
続
支
援
事
業
所

が
東
粟
倉
地
域
へ
食
料
品
等
を
届
け
、障
害

者
等
が
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
労
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
参
加
：
５
事
業
者

当
事
者
参
加
延
人
数
：
8
8
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

制
度
の
狭
間
に
あ
る
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ

の
解
決
に
向
け
、市
内
の
12
法
人
15
事
業
所

で
組
織
す
る「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会（
通
称
：
美
作
お
助
け
隊
）」

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ワ
ン
事
業
  

 

 

（
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
）

実
施
期
日
：

　
令
和
６
年
８
月
２
６
日
〜
９
月
１
３
日
 

　
令
和
７
年
１
月
１
４
日
〜
１
月
２
４
日

（
年
２
回
実
施
）

食
品・日
用
品
：
1
，6
0
5
品
 

 

総
重
量
：
6
4
3
．8
ｋｇ

わ
ー
く・わ
ー
く
事
業
 

 

 

（
生
活
困
窮
者
等
へ
の
中
間
的
就
労
支
援
）　

実
利
用
者
：
1
0
名

受
入
法
人
：
5
法
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、一時
的

に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、援

助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
数
：
1
4
9
人

延
べ
利
用
件
数
：
4
7
件

「
食
」の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

配
食
数

勝
田
地
域
：
5
，5
1
8
食

大
原・東
粟
倉
地
域
：
5
，9
6
9
食

作
東
地
域
：
7
，8
4
9
食
 

英
田
地
域
：
2
，1
8
7
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

募
金
実
績
総
額
：
3
，9
6
0
，3
6
7
円

配
分
額
：
1
，9
9
0
，0
0
0
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
を
増
や
し
、

活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
や
活
動
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
美
作
市
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成・支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体

　
3
2
団
体
　
6
2
0
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
入
門
課
程
受
講
者
：
1
8
名
　

2
0
2
4
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
　

参
加
者
：
1
3
6
人

　
受
入
施
設
：
3
9
施
設

小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進
　

　
1
0
会
場
　
5
6
0
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
1
名

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
1
，9
5
9
件

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
5
2
9
回

法
人
後
見
事
業

高
齢
者・障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

受
任
状
況

受
任
中
：
1
4
件

終
了
：
3
件

障
害
者
総
合
支
援
事
業

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事

業
で
、大
原
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

延
訪
問
時
間
：
3
，0
9
4
時
間

介
護
保
険
事
業

大
原
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
で
ヘ
ル
パ
ー

が
要
介
護
者
、要
支
援
者
の
自
宅
に
訪
問

し
、介
護
や
家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。

延
訪
問
時
間
：
7
，4
7
7
時
間
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理
事
会・評
議
員
会
の
開
催
状
況

理
事
会
を
３
回
、評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、事
業・決
算
報
告
、事
業
計
画・予
算
の

決
定
、定
款
変
更
、役
員
及
び
評
議
員
選
任

規
程
、職
員
給
与
規
程
の
改
正
等
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

決
算
監
査
、中
間
監
査
、内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
件
数
：
１
８
２
件

寄
附
金
額
：
4
，0
1
7
，5
4
4
円

子
ど
も
応
援
夢
基
金

制
度
の
狭
間
で
支
援
が
行
き
届
か
な
い
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
実
態
を
市
民
や
市

内
企
業
、団
体
等
に
伝
え
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
よ
り
寄
附
を
募
り
、就
学
や
就
職
に
必
要

な
経
費
の一
部
を
無
利
子
で
貸
付
け
ま
し
た
。

貸
付
け
は
、子
ど
も
応
援
夢
基
金
貸
付
審
査
会

で
、貸
付
の
可
否
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
貸
付
件
数
：
５
件

貸
付
金
額
：
5
7
9
，3
1
0
円
　

社
協
会
費
の
状
況

市
民
や
企
業
等
、多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分（
約
72
％
）し
て
い
ま
す
。

会
員
数
：
6
，7
9
0
口

納
入
実
績
額
：
6
，8
0
8
，0
0
0
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織
で
あ
る
地

区
社
協
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、住
民
主

体
に
よ
る
地
区
ケ
ア
会
議
や
見
守
り
会
議
、

友
愛
訪
問
等
の
福
祉
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。市
圏
域
の
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催

し
、連
携
の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会

市
圏
域
の
地
区
社
協
の
連
合
会
組
織
で

あ
る
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催
し
、連
携
の

強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。役
員
会

を
２
回
開
催
し
、高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動
助
成

事
業
、友
愛
訪
問
支
援
事
業
、地
区
社
協
活

動
助
成
金
交
付
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

地
区
ケ
ア
会
議
の
開
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う

会
議
と
し
て
30
地
区
社
協
で
地
区
ケ
ア
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、解
決
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
、地
域
の
見
守
り
活
動

を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２９
地
区
社
協
が
年
３
回
以
上
会
議
を
行

い
ま
し
た
。（
前
年
度
２８
地
区
社
協
）

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
等
、見
守
り
が

必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う
見
守
り
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。見
守
り
が
必
要
な
世

帯
に
は
、地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

安
否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
会
議
 
 

 

 

実
施
地
区
社
協
：
2
9
地
区
社
協

参
加
者
：
6
7
2
人

ふ
れ
あ
い
訪
問
 
 

 

 

利
用
者
：
２
4
世
帯

延
訪
問
回
数
：
2
3
7
回

高
齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

の
支
援

地
域
住
民
が
主
体
的
に
な
っ
て
運
営
す

る
、高
齢
者
の
交
流
と
通
い
の
場
で
あ
る
、高

齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
し
た
。調
理
実
習
の
食
材
費
助

成
、レ
ク
用
品
や
戸
外
活
動
に
使
用
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
出
し
、活
動
助
成
金
を
交

付
し
、社
会
参
加・健
康
づ
く
り・仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
数
：
1
2
0
サ
ロ
ン

登
録
者
数
：
4
，1
5
9
人

実
施
回
数
：
1
，4
7
4
回

地
域
助
け
合
い
事
業

緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業・フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
市
民
か
ら

お
米
や
食
料
品
の
寄
附
を
募
り
、食
糧
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

玄
米
の
寄
附
：
1
，6
5
3
ｋｇ

玄
米
の
給
付
：
1
，7
2
3
ｋｇ

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

不
要
に
な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、就

学
支
援
と
し
て
必
要
と
す
る
世
帯
に
提
供
し

ま
し
た
。

実
施
回
数
：
1
回

生
活
困
窮
者
等
緊
急
援
護
貸
付
事
業

緊
急
的
か
つ一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
方
に
小
口
の
資
金
を
貸
付
け
、

自
立
更
生
を
図
り
ま
し
た
。

貸
付
件
数
：
3
件
　
1
5
0
，0
0
0
円

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
等
貸
出
事
業

生
活
困
窮
等
の
理
由
で
就
労
や
通
学
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
、社
協
の
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

で
、生
活
の
自
立
を
図
り
ま
し
た
。

貸
出
件
数
：
3
件

利
用
実
人
数
：
3
人

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
等
様
々
な
相
談
窓

口
で
分
野・年
齢
に
関
係
な
く
包
括
的
に
相

談
を
受
け
止
め
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
み
ま
し
た
。ま
た
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
方
に
対
し
て
訪
問
等
に

よ
り
継
続
的
に
関
わ
り
続
け
る
伴
走
型
支
援

や
、生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
社
会

的
孤
立
者
に
対
し
て
、就
労
や
居
場
所
に
参

加
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

複
合
化・複
雑
化
し
た
課
題
に
は
包
括
化

推
進
員
が
支
援
会
議
や
重
層
的
支
援
会
議

で
各
支
援
機
関
が
連
携
を
図
れ
る
よ
う
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

相
談
受
付
件
数
：
1
，8
2
0
件
 
 

重
層
的
支
援
会
議
：
1
8
回

支
援
会
議
：
2
7
回

家
計
改
善
支
援
事
業

家
計
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

等
家
計
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
家
計

表
を
用
い
て
家
計
状
況
を「
見
え
る
化
」し
、

根
本
的
な
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
4
人
 
 

 

延
べ
相
談
件
数
1
，1
1
8
件

子
ど
も
の
学
習
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
勉
強
の
基
礎

作
り
と
居
場
所・仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
学

習
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
７
人

受
け
入
れ
延
べ
人
数
：
1
5
6
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
の
高
齢
者
等
の
生
活
を
総
合
的
に
支

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
美
作
市
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
支
援

専
門
員
等
の
専
門
職
が
保
健・福
祉・医
療
等

の
関
係
機
関
や
民
生
委
員
等
と
連
携
し
な

が
ら
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

組
み
ま
し
た
。

1
．地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

①
総
合
相
談
支
援
業
務

②
権
利
擁
護
業
務

③
包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
総
合
相
談
件
数
5
，8
4
7
件

　
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
5
，7
0
1
件

2
．生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

①
第
１
層
協
議
体

②
第
２
層
協
議
体
　
　

３
．地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

地
域
ケ
ア
会
議
：
延
開
催
数
3
6
回

延
べ
参
加
者
数
：
5
4
6
人

４
．任
意
事
業

①
家
族
介
護
支
援
事
業

②
福
祉
用
具
購
入
費・住
宅
改
修
費
支
援
事
業

③
食
の
自
立
支
援
事
業

④
介
護
者
の
集
い

　
　
開
催
回
数
：
3
0
回

　
　
参
加
人
数
：
2
2
0
人

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

「
な
ご
み
」

地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
児
が
自
立
し

た
日
常
生
活・社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
専
門
職
に
よ
る
日
常
生
活
の
困
り

事
等
の
相
談
支
援
や
訪
問
活
動
、通
い
の
場

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
創
作
活
動
等
の
機
会

の
提
供
や
福
山
地
区
で
の
農
業
体
験
な
ど
社

会
と
の
交
流
の
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
支
援
の
利
用
者
：
1
5
7
名

支
援
件
数
：
3
，4
0
3
件

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
開
所
日
数
：
2
4
2
日

　
延
べ
利
用
人
数
：
1
，7
5
0
人

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施
や
相
談
支
援

事
業
所
か
ら
の
相
談
等
に
対
応
し
ま
し
た
。

勝
英
地
区
自
立
支
援
協
議
会
に
参
画
し
、地

域
生
活
サ
ポ
ー
ト
部
会
部
会
長
、ま
た
地
域

生
活
支
援
拠
点
事
業
の
担
当
と
し
て
、連
携

体
制
の
構
築
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

相
談
延
べ
件
数
：
2
9
3
件

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型「
む
ぎ
の
会
」

障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」を
運

営
し
、障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

開
設
日
数
：
1
9
0
日

延
べ
利
用
人
数
：
7
3
1
人

つ
ど
い
の
広
場
事
業

市
内
７
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設

し
、サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
開
所
日
数
：
2
3
3
日

延
べ
利
用
人
数
：
2
，1
3
8
人

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル

事
業高

齢
者
等
の
買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
と

障
害
者
等
の
社
会
参
加・障
害
者
理
解
、市

民
が
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
の
異
な
る
課
題
に
移
動
販
売
を
通
じ

て
解
決
を
試
み
る「
招（
商
）福
連
携
に
よ
る

移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
や
就
労
継
続
支
援
事
業
所

が
東
粟
倉
地
域
へ
食
料
品
等
を
届
け
、障
害

者
等
が
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
労
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
参
加
：
５
事
業
者

当
事
者
参
加
延
人
数
：
8
8
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

制
度
の
狭
間
に
あ
る
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ

の
解
決
に
向
け
、市
内
の
12
法
人
15
事
業
所

で
組
織
す
る「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会（
通
称
：
美
作
お
助
け
隊
）」

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ワ
ン
事
業
  

 

 

（
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
）

実
施
期
日
：

　
令
和
６
年
８
月
２
６
日
〜
９
月
１
３
日
 

　
令
和
７
年
１
月
１
４
日
〜
１
月
２
４
日

（
年
２
回
実
施
）

食
品・日
用
品
：
1
，6
0
5
品
 

 

総
重
量
：
6
4
3
．8
ｋｇ

わ
ー
く・わ
ー
く
事
業
 

 

 

（
生
活
困
窮
者
等
へ
の
中
間
的
就
労
支
援
）　

実
利
用
者
：
1
0
名

受
入
法
人
：
5
法
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、一時
的

に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、援

助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
数
：
1
4
9
人

延
べ
利
用
件
数
：
4
7
件

「
食
」の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

配
食
数

勝
田
地
域
：
5
，5
1
8
食

大
原・東
粟
倉
地
域
：
5
，9
6
9
食

作
東
地
域
：
7
，8
4
9
食
 

英
田
地
域
：
2
，1
8
7
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

募
金
実
績
総
額
：
3
，9
6
0
，3
6
7
円

配
分
額
：
1
，9
9
0
，0
0
0
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
を
増
や
し
、

活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
や
活
動
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
美
作
市
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成・支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体

　
3
2
団
体
　
6
2
0
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
入
門
課
程
受
講
者
：
1
8
名
　

2
0
2
4
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
　

参
加
者
：
1
3
6
人

　
受
入
施
設
：
3
9
施
設

小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進
　

　
1
0
会
場
　
5
6
0
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
1
名

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
1
，9
5
9
件

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
5
2
9
回

法
人
後
見
事
業

高
齢
者・障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

受
任
状
況

受
任
中
：
1
4
件

終
了
：
3
件

障
害
者
総
合
支
援
事
業

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事

業
で
、大
原
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

延
訪
問
時
間
：
3
，0
9
4
時
間

令和6年度の社協会費は、美作市民の皆様のご理解とご協力のもと、下記の実績額となりました。
これらのご厚志は、地域福祉の推進と地区社協活動のより一層の活性化を図るために、有効に活用

させていただきました。
社協会費の趣旨にご賛同し、ご協力をいただきました会員の皆様と加入促進にご尽力いただきまし

た各地区社協の役員・福祉委員の皆様に、この場をお借りして、心よりお礼申し上げます。

令和6年度 社協会費実績報告

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

744,000円会費実績額

地区社協配分額

941,000円 263,000円 2,507,000円 1,708,000円 645,000円

552,480円 710,840円 193,280円 1,701,230円 1,297,450円 452,430円

令和6年度 社協会費実績額6,808,000円

令和6年度 寄附金実績額 2,651,944円

令和6年度に市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し等の寄附金総額は、
下記の通りとなりました。（経常経費寄附金1,365,600円除く。）
皆様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げます。

お寄せいただいた寄附金は、令和7年度の地域福祉活動費として、
下記のように活用させていただく予定です。
今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。

令和6年度 寄附金実績報告

地区社協が運営主体となって一人暮らし・高齢者・障害者世帯など、日常的
に見守りが必要な世帯の拾い出しを行う「見守り会議」を開催した地区社協
へ助成します。

見守り会議（地区社協）への助成

地区社協が実施する友愛訪問活動に対して、訪問時に配付する市指定のゴ
ミ袋を市社協より提供し、一人暮らし高齢者の安否確認と声掛け活動を支援
します。

友愛訪問への支援

年6回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者の登録人数に応じて
活動費を助成します。

高齢者ふれあい・
いきいきサロンへの助成

広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当します。社協だよりの発行

１

２

３

4

事業名 事業内容

介
護
保
険
事
業

大
原
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
で
ヘ
ル
パ
ー

が
要
介
護
者
、要
支
援
者
の
自
宅
に
訪
問

し
、介
護
や
家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。

延
訪
問
時
間
：
7
，4
7
7
時
間

収
　
入

施設整備等

その他の活動

支
　
出

経常活動

経常活動

その他の活動

6,808,000
4,017,544

58,852,000
173,698,403

386,090
6,361,678
12,215,751
50,583,873
14,697,500
1,861,098
13,734,220
11,465,504
28,117,720

382,799,381
307,186,347
49,655,415
2,374,556
729,310

1,990,000
8,282,710
850,976
31,990
365,200
5,624,626
10,709,320
387,800,450
△5,001,069
121,126,429
116,125,360

令和６年度 一般会計決算報告
（自）令和６年４月１日　（至）令和７年３月３１日 （単位：円）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害者福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他収入
積立資産取崩収入
その他の活動による収入
　　　　　   収入計（ア）  
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
その他支出
固定資産取得支出
積立資産支出
その他の活動による支出
　　　　　   支出計（イ） 

当期資金収支差額合計（ウ）＝（ア）－（イ）
前期末支払資金残高（エ）
当期末支払資金残高（ウ）＋（エ）

勘　定　科　目 本年度決算額
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理
事
会・評
議
員
会
の
開
催
状
況

理
事
会
を
３
回
、評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、事
業・決
算
報
告
、事
業
計
画・予
算
の

決
定
、定
款
変
更
、役
員
及
び
評
議
員
選
任

規
程
、職
員
給
与
規
程
の
改
正
等
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

決
算
監
査
、中
間
監
査
、内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
件
数
：
１
８
２
件

寄
附
金
額
：
4
，0
1
7
，5
4
4
円

子
ど
も
応
援
夢
基
金

制
度
の
狭
間
で
支
援
が
行
き
届
か
な
い
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
実
態
を
市
民
や
市

内
企
業
、団
体
等
に
伝
え
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
よ
り
寄
附
を
募
り
、就
学
や
就
職
に
必
要

な
経
費
の一
部
を
無
利
子
で
貸
付
け
ま
し
た
。

貸
付
け
は
、子
ど
も
応
援
夢
基
金
貸
付
審
査
会

で
、貸
付
の
可
否
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
貸
付
件
数
：
５
件

貸
付
金
額
：
5
7
9
，3
1
0
円
　

社
協
会
費
の
状
況

市
民
や
企
業
等
、多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分（
約
72
％
）し
て
い
ま
す
。

会
員
数
：
6
，7
9
0
口

納
入
実
績
額
：
6
，8
0
8
，0
0
0
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織
で
あ
る
地

区
社
協
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、住
民
主

体
に
よ
る
地
区
ケ
ア
会
議
や
見
守
り
会
議
、

友
愛
訪
問
等
の
福
祉
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。市
圏
域
の
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催

し
、連
携
の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会

市
圏
域
の
地
区
社
協
の
連
合
会
組
織
で

あ
る
地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催
し
、連
携
の

強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。役
員
会

を
２
回
開
催
し
、高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動
助
成

事
業
、友
愛
訪
問
支
援
事
業
、地
区
社
協
活

動
助
成
金
交
付
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

地
区
ケ
ア
会
議
の
開
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う

会
議
と
し
て
30
地
区
社
協
で
地
区
ケ
ア
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、解
決
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
、地
域
の
見
守
り
活
動

を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２９
地
区
社
協
が
年
３
回
以
上
会
議
を
行

い
ま
し
た
。（
前
年
度
２８
地
区
社
協
）

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
等
、見
守
り
が

必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う
見
守
り
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。見
守
り
が
必
要
な
世

帯
に
は
、地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

安
否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
会
議
 
 

 

 

実
施
地
区
社
協
：
2
9
地
区
社
協

参
加
者
：
6
7
2
人

ふ
れ
あ
い
訪
問
 
 

 

 

利
用
者
：
２
4
世
帯

延
訪
問
回
数
：
2
3
7
回

高
齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

の
支
援

地
域
住
民
が
主
体
的
に
な
っ
て
運
営
す

る
、高
齢
者
の
交
流
と
通
い
の
場
で
あ
る
、高

齢
者
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
し
た
。調
理
実
習
の
食
材
費
助

成
、レ
ク
用
品
や
戸
外
活
動
に
使
用
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
出
し
、活
動
助
成
金
を
交

付
し
、社
会
参
加・健
康
づ
く
り・仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
数
：
1
2
0
サ
ロ
ン

登
録
者
数
：
4
，1
5
9
人

実
施
回
数
：
1
，4
7
4
回

地
域
助
け
合
い
事
業

緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業・フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
市
民
か
ら

お
米
や
食
料
品
の
寄
附
を
募
り
、食
糧
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

玄
米
の
寄
附
：
1
，6
5
3
ｋｇ

玄
米
の
給
付
：
1
，7
2
3
ｋｇ

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

不
要
に
な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、就

学
支
援
と
し
て
必
要
と
す
る
世
帯
に
提
供
し

ま
し
た
。

実
施
回
数
：
1
回

生
活
困
窮
者
等
緊
急
援
護
貸
付
事
業

緊
急
的
か
つ一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
方
に
小
口
の
資
金
を
貸
付
け
、

自
立
更
生
を
図
り
ま
し
た
。

貸
付
件
数
：
3
件
　
1
5
0
，0
0
0
円

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
等
貸
出
事
業

生
活
困
窮
等
の
理
由
で
就
労
や
通
学
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
、社
協
の
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

で
、生
活
の
自
立
を
図
り
ま
し
た
。

貸
出
件
数
：
3
件

利
用
実
人
数
：
3
人

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
等
様
々
な
相
談
窓

口
で
分
野・年
齢
に
関
係
な
く
包
括
的
に
相

談
を
受
け
止
め
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
み
ま
し
た
。ま
た
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
方
に
対
し
て
訪
問
等
に

よ
り
継
続
的
に
関
わ
り
続
け
る
伴
走
型
支
援

や
、生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
社
会

的
孤
立
者
に
対
し
て
、就
労
や
居
場
所
に
参

加
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

複
合
化・複
雑
化
し
た
課
題
に
は
包
括
化

推
進
員
が
支
援
会
議
や
重
層
的
支
援
会
議

で
各
支
援
機
関
が
連
携
を
図
れ
る
よ
う
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

相
談
受
付
件
数
：
1
，8
2
0
件
 
 

重
層
的
支
援
会
議
：
1
8
回

支
援
会
議
：
2
7
回

家
計
改
善
支
援
事
業

家
計
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

等
家
計
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
家
計

表
を
用
い
て
家
計
状
況
を「
見
え
る
化
」し
、

根
本
的
な
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
4
人
 
 

 

延
べ
相
談
件
数
1
，1
1
8
件

子
ど
も
の
学
習
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
勉
強
の
基
礎

作
り
と
居
場
所・仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
学

習
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
７
人

受
け
入
れ
延
べ
人
数
：
1
5
6
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
の
高
齢
者
等
の
生
活
を
総
合
的
に
支

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
美
作
市
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
支
援

専
門
員
等
の
専
門
職
が
保
健・福
祉・医
療
等

の
関
係
機
関
や
民
生
委
員
等
と
連
携
し
な

が
ら
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

組
み
ま
し
た
。

1
．地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

①
総
合
相
談
支
援
業
務

②
権
利
擁
護
業
務

③
包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
総
合
相
談
件
数
5
，8
4
7
件

　
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
5
，7
0
1
件

2
．生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

①
第
１
層
協
議
体

②
第
２
層
協
議
体
　
　

３
．地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

地
域
ケ
ア
会
議
：
延
開
催
数
3
6
回

延
べ
参
加
者
数
：
5
4
6
人

４
．任
意
事
業

①
家
族
介
護
支
援
事
業

②
福
祉
用
具
購
入
費・住
宅
改
修
費
支
援
事
業

③
食
の
自
立
支
援
事
業

④
介
護
者
の
集
い

　
　
開
催
回
数
：
3
0
回

　
　
参
加
人
数
：
2
2
0
人

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

「
な
ご
み
」

地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
児
が
自
立
し

た
日
常
生
活・社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
専
門
職
に
よ
る
日
常
生
活
の
困
り

事
等
の
相
談
支
援
や
訪
問
活
動
、通
い
の
場

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
創
作
活
動
等
の
機
会

の
提
供
や
福
山
地
区
で
の
農
業
体
験
な
ど
社

会
と
の
交
流
の
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
支
援
の
利
用
者
：
1
5
7
名

支
援
件
数
：
3
，4
0
3
件

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
開
所
日
数
：
2
4
2
日

　
延
べ
利
用
人
数
：
1
，7
5
0
人

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施
や
相
談
支
援

事
業
所
か
ら
の
相
談
等
に
対
応
し
ま
し
た
。

勝
英
地
区
自
立
支
援
協
議
会
に
参
画
し
、地

域
生
活
サ
ポ
ー
ト
部
会
部
会
長
、ま
た
地
域

生
活
支
援
拠
点
事
業
の
担
当
と
し
て
、連
携

体
制
の
構
築
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

相
談
延
べ
件
数
：
2
9
3
件

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型「
む
ぎ
の
会
」

障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」を
運

営
し
、障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

開
設
日
数
：
1
9
0
日

延
べ
利
用
人
数
：
7
3
1
人

つ
ど
い
の
広
場
事
業

市
内
７
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設

し
、サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
開
所
日
数
：
2
3
3
日

延
べ
利
用
人
数
：
2
，1
3
8
人

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル

事
業高

齢
者
等
の
買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
と

障
害
者
等
の
社
会
参
加・障
害
者
理
解
、市

民
が
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
の
異
な
る
課
題
に
移
動
販
売
を
通
じ

て
解
決
を
試
み
る「
招（
商
）福
連
携
に
よ
る

移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
や
就
労
継
続
支
援
事
業
所

が
東
粟
倉
地
域
へ
食
料
品
等
を
届
け
、障
害

者
等
が
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
労
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
参
加
：
５
事
業
者

当
事
者
参
加
延
人
数
：
8
8
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

制
度
の
狭
間
に
あ
る
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ

の
解
決
に
向
け
、市
内
の
12
法
人
15
事
業
所

で
組
織
す
る「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会（
通
称
：
美
作
お
助
け
隊
）」

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ワ
ン
事
業
  

 

 

（
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
）

実
施
期
日
：

　
令
和
６
年
８
月
２
６
日
〜
９
月
１
３
日
 

　
令
和
７
年
１
月
１
４
日
〜
１
月
２
４
日

（
年
２
回
実
施
）

食
品・日
用
品
：
1
，6
0
5
品
 

 

総
重
量
：
6
4
3
．8
ｋｇ

わ
ー
く・わ
ー
く
事
業
 

 

 

（
生
活
困
窮
者
等
へ
の
中
間
的
就
労
支
援
）　

実
利
用
者
：
1
0
名

受
入
法
人
：
5
法
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、一時
的

に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、援

助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
数
：
1
4
9
人

延
べ
利
用
件
数
：
4
7
件

「
食
」の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

配
食
数

勝
田
地
域
：
5
，5
1
8
食

大
原・東
粟
倉
地
域
：
5
，9
6
9
食

作
東
地
域
：
7
，8
4
9
食
 

英
田
地
域
：
2
，1
8
7
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

募
金
実
績
総
額
：
3
，9
6
0
，3
6
7
円

配
分
額
：
1
，9
9
0
，0
0
0
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
を
増
や
し
、

活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
や
活
動
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
美
作
市
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成・支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体

　
3
2
団
体
　
6
2
0
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
入
門
課
程
受
講
者
：
1
8
名
　

2
0
2
4
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
　

参
加
者
：
1
3
6
人

　
受
入
施
設
：
3
9
施
設

小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進
　

　
1
0
会
場
　
5
6
0
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま

し
た
。

利
用
実
人
数
：
7
1
名

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
1
，9
5
9
件

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
5
2
9
回

法
人
後
見
事
業

高
齢
者・障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

受
任
状
況

受
任
中
：
1
4
件

終
了
：
3
件

障
害
者
総
合
支
援
事
業

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事

業
で
、大
原
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

延
訪
問
時
間
：
3
，0
9
4
時
間

令和6年度の社協会費は、美作市民の皆様のご理解とご協力のもと、下記の実績額となりました。
これらのご厚志は、地域福祉の推進と地区社協活動のより一層の活性化を図るために、有効に活用

させていただきました。
社協会費の趣旨にご賛同し、ご協力をいただきました会員の皆様と加入促進にご尽力いただきまし

た各地区社協の役員・福祉委員の皆様に、この場をお借りして、心よりお礼申し上げます。

令和6年度 社協会費実績報告

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

744,000円会費実績額

地区社協配分額

941,000円 263,000円 2,507,000円 1,708,000円 645,000円

552,480円 710,840円 193,280円 1,701,230円 1,297,450円 452,430円

令和6年度 社協会費実績額6,808,000円

令和6年度 寄附金実績額 2,651,944円

令和6年度に市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し等の寄附金総額は、
下記の通りとなりました。（経常経費寄附金1,365,600円除く。）
皆様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げます。

お寄せいただいた寄附金は、令和7年度の地域福祉活動費として、
下記のように活用させていただく予定です。
今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。

令和6年度 寄附金実績報告

地区社協が運営主体となって一人暮らし・高齢者・障害者世帯など、日常的
に見守りが必要な世帯の拾い出しを行う「見守り会議」を開催した地区社協
へ助成します。

見守り会議（地区社協）への助成

地区社協が実施する友愛訪問活動に対して、訪問時に配付する市指定のゴ
ミ袋を市社協より提供し、一人暮らし高齢者の安否確認と声掛け活動を支援
します。

友愛訪問への支援

年6回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者の登録人数に応じて
活動費を助成します。

高齢者ふれあい・
いきいきサロンへの助成

広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当します。社協だよりの発行

１

２

３

4

事業名 事業内容

介
護
保
険
事
業

大
原
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
で
ヘ
ル
パ
ー

が
要
介
護
者
、要
支
援
者
の
自
宅
に
訪
問

し
、介
護
や
家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。

延
訪
問
時
間
：
7
，4
7
7
時
間

収
　
入

施設整備等

その他の活動

支
　
出

経常活動

経常活動

その他の活動

6,808,000
4,017,544

58,852,000
173,698,403

386,090
6,361,678
12,215,751
50,583,873
14,697,500
1,861,098
13,734,220
11,465,504
28,117,720

382,799,381
307,186,347
49,655,415
2,374,556
729,310

1,990,000
8,282,710
850,976
31,990
365,200
5,624,626
10,709,320
387,800,450
△5,001,069
121,126,429
116,125,360

令和６年度 一般会計決算報告
（自）令和６年４月１日　（至）令和７年３月３１日 （単位：円）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害者福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他収入
積立資産取崩収入
その他の活動による収入
　　　　　   収入計（ア）  
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
その他支出
固定資産取得支出
積立資産支出
その他の活動による支出
　　　　　   支出計（イ） 

当期資金収支差額合計（ウ）＝（ア）－（イ）
前期末支払資金残高（エ）
当期末支払資金残高（ウ）＋（エ）

勘　定　科　目 本年度決算額
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フード＆ライフドライブは、いただき物や買いすぎてしまった食料品などを、家庭や企業などから募り、
それらを必要としている団体や個人に提供する活動です。
「賞味期限までに食べきれそうにない」「たくさんもらって余っている」など、ご家庭に眠っている余剰食
料品や使う予定のない日用品があれば、ぜひ美作お助け隊参加法人までお持ち寄り下さい。
皆様からお寄せいただいた食料品や日用品は、美作市社協を通じて生活に困窮されている方や団体等

への支援に活用させていただきます。

美作お助け隊

フード＆ライフドライブに、
ご協力をお願いします。

「もった
いない」を「ありがとう」へ

物品受付場所

8月25日（月）～9月12日（金）　9:00～17:00　※土日を除く

美作お助け隊参加法人事業所、美作市社協本所・各地域ステーション

缶詰、インスタント食品、乾麺（パスタなど）、お米、お菓子、調味料、洗剤（食器用、洗
濯用など）、ティッシュペーパー、トイレットペーパー、生理用品、衛生用品など

• 食料品は、賞味期限が令和7年１１月１日以降のものをお願いします。
• 未開封・未使用のものをお願いします。
• 生鮮・冷凍食品・酒類は受取れません。

受付期間

受付場所

寄附いただきたい
物品

確認して
いただきたいこと

総合ケアサービスセンターかつた…………………大町1727 ……………………☎ 7 7 ｰ 7 1 1 1
地域生活支援センター　みまさか ………………真加部1616 …………………☎ 7 5 ｰ 4 3 4 5

美作特別養護老人ホームやすらぎ荘 ……………古町1707ｰ3 …………………☎ 7 8 ｰ 2 8 2 9

特別養護老人ホーム　みまさか園 ………………北山404ｰ1 ……………………☎ 7 3 ｰ 6 1 0 0
スタート・ワー キング・サポート ……………………楢原下904ｰ14 ………………☎ 7 2 ｰ 2 1 1 5
グループホーム湯郷 ………………………………中山1483ｰ1 …………………☎ 7 2 ｰ 9 0 1 2
特別養護老人ホーム　蛍流荘 ……………………湯郷903 ………………………☎ 7 2 ｰ 6 6 6 0
相談支援センター　ほのか美作 …………………湯郷147 パルテラス201……☎ 7 5 ｰ 3 7 4 4
児童発達支援事業所　めばえ ……………………巨勢1877ｰ1 …………………☎ 7 3 ｰ 3 9 5 5
放課後等デイサービス　ころりん…………………朽木26ｰ2………………………☎ 7 3 ｰ 6 0 3 8

特別養護老人ホーム　作東寮 ……………………川北1089 ……………………☎ 7 5 ｰ 0 0 4 1

特別養護老人ホーム　ロマンシティあいだ………井口41ｰ2………………………☎ 7 4 ｰ 2 8 8 8
福祉の店　きずな …………………………………福本621ｰ2 ……………………☎ 7 4 ｰ 0 0 8 0
ワークサポート ………………………………………福本655 ………………………☎ 7 4 ｰ 9 0 0 2

勝田地域

大原地域
美作地域

作東地域
英田地域

フード＆ライフドライブに関するお問い合わせは、
美作市社協までお願いします。 TEL:75-2622

成年後見制度は、認知症や障害により判断能力が十分でない方の、介護サービス契約や費用
の支払い、預貯金の管理などを支援する制度です。今後認知症等で支援の必要な人が増加する
ことが見込まれています。その中で、身近な地域住民の視点で支援できる市民後見人は、ご本
人の最善の利益を追求できる可能性を持っています。この市民後見人を養成する研修を以下の
内容で開催します。多くの方の参加をお待ちしております。

以下の日程で、成年後見制度や講座の内容について、事前説明会を開催します。申込みを
希望される方は、事前説明会に必ずご参加ください。
また、「私にもできるのかな」「実際どんなことをするのかな」と不安に思っている方も、是非
お気軽に事前説明会にご参加いただき、その後実際に応募するかご検討ください。

日　時 .................................... 9月12（金）１３時３０分～１５時３０分

場　所 ....................................美作市社会福祉協議会美作地域ステーション

　　　　　　　　　　　　 世代交流多目的ホール
　　　　　　　　　　　　 （美作市北山401番地）　

事前説明会申込締切 ........... 9月10日（水）まで

問合せ・申込み先 ..................美作市社会福祉協議会 権利擁護係（担当：和田）

　　　　　　　　　　　　 電話：0868-75-2622

【研修内容】 成年後見制度・必要な視点や対象者の理解、法制度等について8日間の講座
  ①県主催講座（7日間）　※例年10～12月頃に開催予定です。
  　時　間 ：  9：45～15：40
  　会　場 ：  津山市総合福祉会館（津山市山北520番地）
  ②美作市等主催研修（1日）　※県主催講座終了後に開催します。
  　時　間 ：  10：00～16：00
  　会　場 ：  美作市内

【応募資格】 ①美作市・勝央町・奈義町・西粟倉村に住所を有し、現に在住している方
  ②年齢２０歳以上概ね７５歳未満（令和7年４月１日現在）
  ③成年後見制度及び高齢者や障がい者に対する福祉活動に理解と熱意があり、

心身ともに健康な方
  ④原則として全ての研修に参加できる方
  ⑤研修終了後、市民後見人等として活動できる方
  ⑥後見人の欠格事由に該当していない方

　令和7年度　市民後見人等養成研修 受講生募集！！

まずは事前説明会にご参加ください
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美作お助け隊  参加法人のご紹介
地域公益活動に一緒に取り組んでいる美作お助け隊参加法人のご紹介をさせて頂きます。

特別養護老人ホーム 蛍流荘
社会福祉法人 光風福祉会

住　所 ： 岡山県美作市湯郷903

電　話 ： 0868-72-6660　　

Ｈ　Ｐ ： http://www.keiryusou.com

●  特別養護老人ホーム　定員30名　　●  ショートステイ　定員20名　　●  デイサービス　定員25名

社会福祉法人 光風福祉会　について

設立は、2014（平成26）年10月1日、開設して10年の施設です。

国民宿舎（みまさか荘）の跡地に建てられた施設で、その温泉を引き

継いでいます。デイのお風呂、足湯では、温泉も楽しめます。

また、湯郷の町並みが見渡せるテラスがあり、施設横の小川には、

時期になると施設名にもある蛍が集います。春には、桜もきれいで、

天気の良い日には花見をしたりします。桜が舞い蛍が集う せせらぎに

白鷺が憩う 野山のこぶしが笑う 季節を感じられるのどかな場所が「蛍流荘」の由来です。

私達は、利用者が求める職員であるために1.あいさつする人  2.言葉をかけてくれる人  3．ちょっと
した心遣いがある人  4．ユーモアがある人 5.いつも笑顔を絶やさない人を心がけます。また、地域の
福祉と介護に貢献するため、常に挑戦し続ける組織であります。私達と一緒に働きませんか？

現在、蛍流荘で一緒に働いてくださる方を募集しています。

募集職種は、看護師、介護職、生活相談員、管理栄養士、庶

務ですが、介護職に関しては、未経験の方でも歓迎します。

お気軽にお電話でお問い合わせください。

【電話】 0868-72-6660　担当： 安達まで

9月1日～9月30日は世界アルツハイマー月間です

認知症キャラバンメイトはこんな活動をしています

認知症講演会

～認知症になっても誰もが自分らしく安心して暮らし続ける地域を目指して～

日　時　9月2日(火) 10時～12時　 ※参加費無料・要予約
会　場　①美作保健センター 2階大研修室（先着70名）
　　　　②大原保健センター 1階健康指導室（先着30名）←Zoom形式
講　師　藤田 和子さん(一般社団法人日本認知症ワーキンググループ 相談役理事)

40代でアルツハイマー型認知症と診断され、認知症になっても希望と尊厳をもって生きられ
る社会を目指し、認知症の本人として発信を続けられています。

申込み　8月26日(火) までに電話またはFAXにてお申込みください
※氏名、住所、電話番号をお知らせください。

オレンジカフェのご紹介

～  み んなで　ま もり　さ さえあう　か んけいづくり ～

市内各地で「認知症キャラバンメイト」によるオレ
ンジカフェを実施しています。
認知症や物忘れに不安のある方、認知症の人を
介護している家族、認知症に関心のある方など、気
軽にご参加ください。
※予約不要　※参加費：100円

● よんないカフェ～大原保健センター  
毎月第1火曜日　13時30分～15時

● よりみち～湯郷地域交流センター   
毎月第3金曜日　9時30分～11時30分

● ひまわり畑～英田保健センター   
毎月第3土曜日　9時30分～11時30分　

● オレンジカフェ作東～作東公民館   
毎月第3月曜日　10時～11時30分

認知症カフェでは、認知症に関する相談も
お受けしています。お気軽にご相談ください！

      

問い合わせ・申込み先 ： 美作市総合相談支援センターまたは各地域ステーション（16ページ参照）

認知症キャラバンメイトとは？
認知症に対する正しい知識と、具体的な対応

方法等を市民の方に伝える講師役です。
誰もが暮らしやすいまちを目指して、「地域で

支える笑顔の輪」を広げる活動をしています。

認知症サポーターとは？
認知症を正しく理解し、認知症の人やその家

族をそっと見守り応援する立場の方です。
特別な資格や専門知識が必要ではなく、認知

症キャラバンメイトによる養成講座を受講すれ
ばどなたでもなることができます。

出張認知症カフェ
● 9月11日(木)　9時30分～11時30分 
会場:マルナカ美作店

パネル展示
● 9月1日(月)～9月30日(火)　市役所1階ロビー
● 8月28日(木)～9月30日(火) 英田保健センター
● 9月1日(月)～9月30日(火)　作東公民館
● 10月26日(日)　　　　　　 勝田総合支所駐車場

市内各地で「認知症キャラバンメイト」による認知症に関する普及啓発イベントが行われます。
認知症について考えるきっかけになればと思います。お誘いあわせの上、ぜひお越しください。

藤田 和子さん

スタッフ募集
「生きていて良かった」
そう思える人生のために
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勝田地域 大原・東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域
日時

時間

場所

8月6日(水）
10：00～11：30
勝田保健センター
75-3601

日時

時間

場所

8月21日（木）
10：00～11：30
大原保健センター
78-0509

日時

時間

場所

8月21日（木）
14：00～15：30
世代交流
多目的ホール
73-0330

日時

時間

場所

8月22日（金）
10：00～11：30
作東長寿センター
75-3780

日時

時間

場所

8月20日（水）
9：30～11：30
英田保健センター
74-2488TEL TEL TELTEL

TEL

介護者のつどい 開催のお知らせ

～家計・介護相談会～ 一人で悩んでいませんか？相談無料
秘密厳守

9月10日（水）・10月10日（金） 13時～16時 ※要予約
開催日以外での相談も受付けています

総合相談支援センター・各地域ステーション
（連絡先等は16ページに記載）

対 象 者

開催日時

場　　所

美作市内に在住で家計や介護に関する悩みのある方
（家計相談は、生活保護を受給している方は対象外です）

美作市総合相談支援センターからのお知らせ

6月22日（日）作東公民館で、美作市身体障害者福祉協会主催による「身体障害者のつどい～落語
を見る・聞く会」が開催されました。
視覚障害者の方からの「落語を聞いてみたい。」という声をもとに、障害がある人もない人も同じ空
間・同じもので、一緒に笑い合える会にしたいとの思いから、幅広い方々を対象に準備が進められま
した。
当日はたくさんのボランティアの皆様のご協力もあり、90名を超える来場者を迎え、笑いと温かい
空気に包まれたアットホームな集いとなりました。
ご来場いただいた皆様、ご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

「身体障害者のつどい～落語を見る・聞く会」が
　　　　　　　　　　　　　　　　開催されました

～市民後見人育成事業研修会～

7月25日（金）、世代交流多目的ホールで、令和7年度
第1回目の「市民後見人育成事業研修会」を開催しまし
た。本研修会は、毎年度勝英管内市町村（美作市・勝央
町・奈義町・西粟倉村）の市民後見人を対象に、活動に必
要な知識を身につけること等を目的に開催しています。
今回は、小西治之税理士事務所より小西治之先生を
講師にお招きし、「後見業務で役立つ税金の知識」につ
いてお話しいただきました。
参加者からは「税金関係はあまり分からなかったので、
勉強になった。」「グループ討議もでき、良かった。」との
声があり、市民後見人の学びを深める有意義な研修会
となりました。

「税金」について学びを深めました

【問い合わせ先】　美作市社協　TEL：75－2622　美作市江見280

美作市社協では、平成27年度より市民の皆様からお米の寄附を募り、食事に困っている家庭へ食糧
支援を行う「おむすび事業」に取り組んでいます。
皆様のご協力により、これまでに約20，400kgの「お米」の寄附をいただきましたこと、紙面をお借り

して厚くお礼申し上げます。寄附いただいたお米は必要とされている家庭に提供させていただき、大変
喜ばれています。
「お米」で人と人を結ぶ「おむすび事業」に引き続き、皆様のご支援とご協力をお願いします。

寄附をお願いしたい物

受付場所 美作市社協各地域ステーションで受付しています。
※30kg以上のご寄附をしてくださる方はご自宅まで引き取りに伺います。

お米（玄米）
どの家庭でも食べられており、長期保存が可能な為
※古米（令和６年度産）でも歓迎。
※精米作業は、希望される方にお渡しする前に本会で行います。

落語をする豆腐屋一丁さん

講師：小西治之先生

みまさかクローバーの会・わくわく隊

質疑応答をする市民後見人の皆さん

食糧支援おむすび事業にご協力をお願いします
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事務所移転
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引越し

合同会社タムラ
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〒707-0003　岡山県美作市明見801-1
お気軽に
お問い合わせください

◉引  越  し
　◉買物代行
　　◉配　　達

軽貨物運送業承ります

学生・単身・一般 漢方と健康相談のできる店
当店では、様々なお悩みに漢方薬・栄養補助食品によ
る改善のお手伝いをさせていただきます。諦めていた
症状もご相談ください。
不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方

目でお悩みの方
置 き 薬 配 達

慢性皮膚疾患でお悩みの方

有（ ）山本薬局
美作市栄町183 （林野駅近く）所

8:00～19:00営 日・祝休
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至湯郷

美作
警察署

至津山
林
野
駅

●★
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実
践
編
ク
イ
ズ
！！ 

〜
そ
の
１
〜

さ
て
今
回
は
、ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
る
息
子
が
ひ
き
こ

も
っ
て
3
年
。母
親
で
あ
る
あ
な

た
は
、次
の
３
つ
で
悩
ん
で
い
ま

す
。あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
？

①
仕
事
は
続
け
た
い
け
ど
、せ
め

て
趣
味
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
や

め
て
、息
子
の
面
倒
を
み
る
。

②
こ
れ
以
上
長
引
か
せ
て
は
い
け

な
い
の
で
、一
時
的
に
で
も
仕
事

と
趣
味
を
両
方
や
め
て
、息
子

に
向
き
合
う
。

③
ど
ち
ら
も
や
め
な
い
。

当
コ
ラ
ム
愛
読
者
の
あ
な
た

な
ら
、き
っ
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
す

よ
ね
。（
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
笑
）

だ
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
愛
」で

す
か
ら
、も
ち
ろ
ん
正
解
は
②
で

し
ょ
う
、っ
て
思
っ
た
そ
こ
の
あ
な

た
！
残
念
な
が
ら「
ブ
ッ
ブ
ー
」で

す
。お

そ
ら
く
、ひ
き
こ
も
り
専
門

支
援
者
の
多
く
は
、③
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
？
息
子
さ
ん
の

気
持
ち
を
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
通
り
、

息
子
さ
ん
は「
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
」「
学
校
に
行
き
た
い
の
に

行
け
な
い
」状
態
に
あ
り
ま
す
。そ

し
て
な
に
よ
り「
そ
ん
な
自
分
の

せ
い
で
親
を
困
ら
せ
て
い
る
」こ
と

を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
表
面
的
に
は
、親
に
冷

た
い
態
度
を
と
っ
た
り
、乱
暴
な

言
葉
を
投
げ
か
け
て
い
て
も
、心

の
底
で
は
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

へ
の
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
傷
つ

い
て
い
る
ん
で
す
。

そ
ん
な
時
に
、お
母
さ
ん
が
自

分
の
せ
い
で
大
好
き
な
趣
味
を

諦
め
た
ら・・
、自
分
の
た
め
に
仕

事
を
辞
め
て
家
計
に
負
担
を
か

け
た
ら・・
、息
子
さ
ん
の
心
の
負

担
は
さ
ら
に
増
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
以
前
の
コ
ラ
ム
で
も
お
伝

え
し
た
と
お
り
、家
庭
の
雰
囲
気

は
ひ
き
こ
も
り
回
復
に
直
結
し
て

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
も
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
仕
事
も

趣
味
も
満
喫
し
な
が
ら
自
分
ら

し
く
生
き
て
、家
庭
内
が
明
る
く

暖
か
く
な
れ
ば
、そ
れ
は
息
子
さ

ん
の
あ
る
が
ま
ま
を
肯
定
す
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
か
ら
、心
の
回

復
を
早
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、両
親
の
い

な
い
日
中
は
、息
子
さ
ん
に
と
っ
て

安
心
し
て
1
人
に
な
れ
る
時
間
。

実
は
こ
の
時
間
帯
に
、買
い
物
に

行
っ
て
い
た
、と
か
、散
髪
に
行
っ

て
い
た
、な
ん
て
い
う
話
は
ひ
き

こ
も
り
回
復
期
に
よ
く
あ
る
こ
と

だ
っ
た
り
し
ま
す
。見
守
り
も
大

切
で
す
が
、少
し
目
を
離
し
て
あ

げ
る
時
間
も
必
要
な
の
で
す
。

で
も
も
ち
ろ
ん
、も
し
息
子
さ

ん
か
ら「
〜
に
行
っ
て
み
た
い
」

「
〜
を
や
っ
て
み
た
い
」な
ん
て
い

う
希
望
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、ぜ

ひ
お
仕
事
や
趣
味
の
都
合
を
つ

け
て
、全
力
で
応
援
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
ね
。
繰
り
返
し
ま
す

が
、放
任
と
見
守
り
を
分
け
る
も

の
は「
愛
」で
す
か
ら
。

＊
も
ち
ろ
ん
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
な
の
で
、

判
断
に
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を
！

「ひきこもり」支援の現場から
 の   と  ひろつぐ

NPO法人山村エンタープライズ　代表理事　能登大次

寄稿コラム

  開催日
隔週水曜日午後
  会　場
むすびこぶのフリースペース
詳細はインスタをご確認ください。
アカウントフォローもよろしくお願いします！

体験を通じてあなたは 何を感じ、何を学びますか。
夏休み期間を利用した「2025夏のボランティア体験事業」の事前研修会を７月１2日（土）、作東バ

レンタインプラザで開催しました。
今年度は、美作市内の中高校生約110名の参加希望があり、高齢者施設や児童施設等２５施設で

ボランティア活動を体験します。
事前研修会は、ボランティア活動をする上での注意事項や心構えを学ぶための研修会です。今年
度は特別養護老人ホーム作東寮施設長芦田誠氏よりボランティア活動をする上で大切な心構えに
ついてお話いただき、また傾聴ボランティアをされている髙家雅子氏より、ボランティア活動を通し
てお互いに喜びを得られるwin―winの関係について、楽しいクイズをまじえてお話いただきました。
その後、市社協職員より夏ボラ体験をする前に知っておいてほしいことや注意点等の説明を受け、
夏休み期間中のボランティアについて学びました。
研修会後は、ボランティア受け入れ施設から日程調整や持参する物の説明を受ける活動調整会
議を行い、ボランティア活動に向けた準備が整いました。

研修会に参加した生徒たちの声
・学びになる活動にしたい
・貴重な経験ができるので積極的に行動したい
・元気よく、責任を持って頑張る
・ボランティアのルールを守ってボランティア
活動を頑張る
・楽しんで活動したい

2025夏のボランティア体験事業 事前研修会

活動調整会議の様子

家族会に続いて居場所を始めました！！
名付けて「誰でもYorale（ヨレール）」。

氏　　　名 新　任　職 旧　　　職

令和７年６月２４日付

令和７年７月３１日付

令和７年６月２５日付

令和７年８月１日付

退　職
春名　正敏
岡本　理恵
村上　満子

内田　　薫
寺本　鈴香

事務局長兼障害支援課課長（再雇用嘱託職員）
事務局次長兼総務企画課課長

事務局次長兼障害支援課課長（再雇用嘱託職員）
総務企画課課長

人事異動

遠竹　円香 総合相談支援課地域包括支援係
作東地域ステーション主任 福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員

事務局長（再雇用嘱託職員）
福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員
福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員
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事
を
辞
め
て
家
計
に
負
担
を
か

け
た
ら・・
、息
子
さ
ん
の
心
の
負

担
は
さ
ら
に
増
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
以
前
の
コ
ラ
ム
で
も
お
伝

え
し
た
と
お
り
、家
庭
の
雰
囲
気

は
ひ
き
こ
も
り
回
復
に
直
結
し
て

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
も
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
仕
事
も

趣
味
も
満
喫
し
な
が
ら
自
分
ら

し
く
生
き
て
、家
庭
内
が
明
る
く

暖
か
く
な
れ
ば
、そ
れ
は
息
子
さ

ん
の
あ
る
が
ま
ま
を
肯
定
す
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
か
ら
、心
の
回

復
を
早
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、両
親
の
い

な
い
日
中
は
、息
子
さ
ん
に
と
っ
て

安
心
し
て
1
人
に
な
れ
る
時
間
。

実
は
こ
の
時
間
帯
に
、買
い
物
に

行
っ
て
い
た
、と
か
、散
髪
に
行
っ

て
い
た
、な
ん
て
い
う
話
は
ひ
き

こ
も
り
回
復
期
に
よ
く
あ
る
こ
と

だ
っ
た
り
し
ま
す
。見
守
り
も
大

切
で
す
が
、少
し
目
を
離
し
て
あ

げ
る
時
間
も
必
要
な
の
で
す
。

で
も
も
ち
ろ
ん
、も
し
息
子
さ

ん
か
ら「
〜
に
行
っ
て
み
た
い
」

「
〜
を
や
っ
て
み
た
い
」な
ん
て
い

う
希
望
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、ぜ

ひ
お
仕
事
や
趣
味
の
都
合
を
つ

け
て
、全
力
で
応
援
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
ね
。
繰
り
返
し
ま
す

が
、放
任
と
見
守
り
を
分
け
る
も

の
は「
愛
」で
す
か
ら
。

＊
も
ち
ろ
ん
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
な
の
で
、

判
断
に
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を
！

「ひきこもり」支援の現場から
 の   と  ひろつぐ

NPO法人山村エンタープライズ　代表理事　能登大次

寄稿コラム

  開催日
隔週水曜日午後
  会　場
むすびこぶのフリースペース
詳細はインスタをご確認ください。
アカウントフォローもよろしくお願いします！

体験を通じてあなたは 何を感じ、何を学びますか。
夏休み期間を利用した「2025夏のボランティア体験事業」の事前研修会を７月１2日（土）、作東バ

レンタインプラザで開催しました。
今年度は、美作市内の中高校生約110名の参加希望があり、高齢者施設や児童施設等２５施設で

ボランティア活動を体験します。
事前研修会は、ボランティア活動をする上での注意事項や心構えを学ぶための研修会です。今年
度は特別養護老人ホーム作東寮施設長芦田誠氏よりボランティア活動をする上で大切な心構えに
ついてお話いただき、また傾聴ボランティアをされている髙家雅子氏より、ボランティア活動を通し
てお互いに喜びを得られるwin―winの関係について、楽しいクイズをまじえてお話いただきました。
その後、市社協職員より夏ボラ体験をする前に知っておいてほしいことや注意点等の説明を受け、
夏休み期間中のボランティアについて学びました。
研修会後は、ボランティア受け入れ施設から日程調整や持参する物の説明を受ける活動調整会
議を行い、ボランティア活動に向けた準備が整いました。

研修会に参加した生徒たちの声
・学びになる活動にしたい
・貴重な経験ができるので積極的に行動したい
・元気よく、責任を持って頑張る
・ボランティアのルールを守ってボランティア
活動を頑張る
・楽しんで活動したい

2025夏のボランティア体験事業 事前研修会

活動調整会議の様子

家族会に続いて居場所を始めました！！
名付けて「誰でもYorale（ヨレール）」。

氏　　　名 新　任　職 旧　　　職

令和７年６月２４日付

令和７年７月３１日付

令和７年６月２５日付

令和７年８月１日付

退　職
春名　正敏
岡本　理恵
村上　満子

内田　　薫
寺本　鈴香

事務局長兼障害支援課課長（再雇用嘱託職員）
事務局次長兼総務企画課課長

事務局次長兼障害支援課課長（再雇用嘱託職員）
総務企画課課長

人事異動

遠竹　円香 総合相談支援課地域包括支援係
作東地域ステーション主任 福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員

事務局長（再雇用嘱託職員）
福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員
福祉のまちづくり推進課主任訪問介護員



社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

美作市総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

〒707-0017 美作市美来1 「美作市役所内」     
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702
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明
石
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祐
様

（
亡

　俊

　和
）

福
田
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様

（
亡

　耕

　一
）

柳
澤

　
　誠
様

（
亡

　曻
）

山
本

　英
樹
様

（
亡
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　美
）

内
田

　匡
泰
様

（
亡

　純

　夫
）

藤
井

　哲
也
様

（
亡

　利

　一
）

反
橋

　浩
二
様

（
亡

　正

　三
）

髙
田

　清
子
様

（
亡

　浩

　志
）

谷

　
　和
彦
様

（
亡

　恒

　子
）

平

　福

平

　福

巨

　勢

海

　田

安

　蘇

小

　野

小

　野

豆

　田

江

　見

川

　北

田

　原

田

　原

白

　水

鳥

　渕

岡
山
市

香
典
返
し

安
東

　
　恵
様

（
亡

　
　緑

　）

松
田

　毘
呂
美
様

（
亡

　良

　夫
）

今
井

　
　忠
様

（
亡

　弘

　治
）

福
田

　幸
広
様

（
亡

　忠

　男
）

石
田

　昌
弘
様

（
亡

　仁

　志
）

黒
澤

　
　勉
様

（
亡

　
　強

　）

池
田

　秀
敏
様

（
亡

　西
田

　彰
）

小
坂
田

　里
子
様

（
亡

　佐
々
木 

と
し
む
）

衣
笠

　智
也
様

（
亡

　正

　夫
）

山
本

　幸
二
様

（
亡

　嘉

　雄
）

山
下

　治
城
様

（
亡

　
　亨

　）

長
瀬

　敏
子
様

（
亡

　徳

　雄
）

谷
口

　正
明
様

（
亡

　
　要

　）

岸
本

　善
久
様

（
亡

　孝

　美
）

神
田

　博
美
様

（
亡

　井
上

　久
子
）

寄
附
金
の
ご
報
告

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
5
月
21
日
か
ら

令
和
7
年
7
月
20
日 

受
付
分

　

美
作
市
社
協
で
は
、市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、夏

休
み
期
間
中
に「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
事
業
は
、市
内
の
福
祉
施
設
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
の
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、社
会
福
祉
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、様
々
な
出
会
い
の
中
か
ら
、新
し
い
発
見
や

『
共
に
生
き
て
い
く
』視
点
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、社
協
美
作
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
中
学
生
の
様
子
で
す
。

連
日
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、子
育
て
サ
ロ
ン
で
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
合
い
ま
し
た
。思
い
や
り
を
育
み
、地
域
と
の
つ
な

が
り
を
学
べ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

美作市社協では活動情報などを
Facebook•LINE•Instagramで

発信しています

Facebook InstagramLINE

一
般
寄
附

下

　町

豆

　田

山
本

　春
美
様

（
亡

　岡
本

　澄
子
）

株
式
会
社
レ
イ
テ
ッ
ク
様

物
品
寄
附 （
お
む
す
び
事
業
）

楢
原
下

楢
原
下

角

　
　愼
作
様

角

　
　愼
作
様

物
品
寄
附

豊
国
原

　原

株
式
会
社
ス
ズ
キ
シ
ョ
ッ
プ

ミ
マ
サ
カ
様

加
藤

　正
義
様

笑顔が輝く日

月号
2025

No.156
9

夏のボランティア体験事業実施中！
 　～子育てサロンで子どもたちと水遊び～


